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6  アドルノは、近代科学を「自然に対する支配」という支点から洞察し、その帰結を「新たな

































                                                                                                                                                                           
Aufklärung,Frankfurt am main:Fischer Verlag,1969. 



































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           









































































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
14  アーレントは、パウロが労働について述べるのは、私的生活一般を規定し、これを強め、政
治活動について警告するためであったという（HC,pp.316-317） 
15  このような労働感は、ルターの『キリスト者の自由』にも認められる。 
16  HC,ｐ.318、引用はアーレントの英訳。ラテン語では、（Vita contempltativa simpliciter melior 
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21  この点は、Juria Kristevaがアーレントの博士論文『アウグスティヌスの愛の概念』(LBA)にお
ける「生」の探求に着目して議論している。しかし、世界疎外の問題意識における「生」の問
題には触れていない。 
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